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㈱ケムカレントでは、‘化評法 ⁻ 既存化学物質共同登録’ について理解を深めるために 

ご要望の際に以下のように1:1相談サービスをご提供いたします。 

 

-下記- 

• 対象: 相談をご希望する企業 

• 日程: お客様のご要望に合わせて協議後に確定 

• 言語: 3ヵ国語のうちご要望の言語をご指定下さい。(韓国語/日本語/英語) 

• 相談方法: 要請により対面/非対面可能 

• 所要時間: 30~60分(Q&A時間を含む) 

• 詳細な内容: 

- 既存化学物質の共同登録概要のご説明 

- 登録予定の既存化学物質に対するデータギャップ(Data gap screening) 

- 物質別の登録戦略策定 

- 物質別登録時の予想費用を算出 

- 韓国政府の支援サービスの種類と詳細な内容のご説明 

- 協議体内での役割別、登録前後の準備事項 

- Q&A 

 

多くの関心及びご参加をお願いいたします。その他のお問い合わせがございましたらご連絡ください。 

ありがとうございます。 

 

※ 本ニュースレターには、詳細な告示内容をご確認いただけるよう添付ファイル    が付いております。  

- Adobe Acrobat Reader: [表示→表示切り替え→ナビゲーションパネル→添付ファイル]を選択 

- その他のPDFビューア: [表示]メニューにて添付ファイル表示などを選択 
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化評法(K-REACH) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
 

[国立環境科学院公告第2025-300号］「化学物質の試験方法に関する規定」一部改正(案)

行政予告 

改正理由 

化学物質有害性試験方法の国際的公認指針であるOECD試験指針のうち、一部試験項目が修正・追

加されることにより、化学物質の試験方法(総130項目)の最新事項を反映しました。 

主な内容 

イ.生態影響試験分野1項目、第5章健康影響試験分野1項目を新設追加 

ㆍ コウキクサ(Lemna sp.)成⾧阻害試験(7日) 

ㆍ 生体外免疫毒性試験(IL-2 Luciferase 試験法) 

ロ.健康影響試験分野11項目の試験項目を改正 

ㆍ 急性吸入毒性試験、28日反復吸入毒性試験、90日反復吸入毒性試験 

ㆍ 化学的皮膚感作性試験、生体外皮膚感作性試験(ARE-Nrf2 Luciferase 試験法) 

ㆍ H295R ステロイド合成分析法 

ㆍ 生体外皮膚感作性試験 

ㆍ 生体外眼刺激及び損傷試験(人体角膜モデル試験)、生体外眼刺激損傷試験(巨大分子試験

法)、生体外眼刺激及び重篤な眼損傷試験(人体角膜モデル⁻有害性確認試験)、重篤な眼損傷

及び刺激試験(Defined Approaches) 

参考資料 

国立環境科学院ホームページ(https://www.nier.go.kr/> 法令情報>行政予告、番号: 411、登録

日2025.06.27.) 
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[化学物質安全院公告第2025-79号］「有害化学物質別具体的取り扱い基準に関する規定」

全部改正(案)行政予告 

制定・改正理由 

「化学物質管理法」及び「化学物質の登録及び評価等に関する法律」改正により、既存の画一的な有毒

物質の指定·管理体系から有害性による差別化された体系に転換され、新たな有害性基準を反映した

「有害化学物質別の具体的な取り扱い基準に関する規定」改正が必要となりました。 

主な内容 

イ. 目的の改正(案第1条) 

ロ. 定義の新設(案第2条) 

ハ. 共通基準の新設(案第3条) 

ニ. 物質別具体的取り扱い基準に対する推奨事項新設(案別表1) 

ホ. 有害化学物質目録の現行化及び備考の新設など(案別表1) 

ヘ. その他の基準について運営上の不備な点を補完 

参考資料 

化学物質安全院(https://nics.me.go.kr/>お知らせ>公知・公告>行政予告、掲示日2025.07.06.) 

 

[化学物質安全院公告第2025-86号］「有毒物質の指定告示」 一部改正行政予告 

改正理由 

ㆍ 有害性を考慮した規制を通じて、国民の安全を確保しながら産業界の負担を合理的に緩和するよう、

既存の有毒物質管理体系を有害性により‘人体急性有害性物質’、‘人体慢性有害性物質’、‘生態

有害性物質’(以下、人体など有害性物質)に区分して改編し、管理基準を差等化し施行します。  

ㆍ また、「化学物質の登録及び評価等に関する法律」により有害性審査を完了した物質のうち有害性が

高い物質を改編された有害性区分に従い、人体など有害性物質として指定します。 

主な内容 

イ. 有毒物質の指定告示を次のように改正 

1. 告示名を「有毒物質の指定告示」から「人体急性有害性物質、人体慢性有害性物質及び生態

有害性物質の指定告示」に変更 

2. 第1条(目的): 関連法令により、有害性のある化学物質を次の3つの有害性タイプに指定する目

的を明示 

- 人体急性有害性物質 

- 人体慢性有害性物質 

- 生態有害性物質 

3. 第3条(人体など有害性物質の指定): 令第3条の指定基準に該当する物質を別表により指定

し、当該物質のみで構成された混合物も含まれる。 
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ロ. 有毒物質指定告示の別表を次のように改正 

1. 別表の名称を変更 

現行の別表「有毒物質(第3条関連)」を「人体急性有害性物質」、「人体慢性有害性物質」、

「生態有害性物質(第3条関連)」に変更 

2. 既存の有毒物質項目の分類及び整備 

- 現行の別表で定められた有毒物質“97-1-1”から“2025-1-1248”までの物質を‘人体など有害

性物質’に区分して分類し、各物質の有害性により含有量基準を付与し、指定基準に該当しない

物質は削除 

3. 新規の有害性物質の新設 

- 化評法第18条により、新規化学物質及び既存化学物質に対する有害性審査結果、人体など有

害性物質の指定基準に該当する物質を別表 “2025-1-1249”から“2025-1-1263”まで新設 

- 禁止物質及び事故防備物質のうち、化評法第19条による有害性評価結果、人体など有害性物

質の指定基準に該当する物質を別表 “2025-1-1264”から“2025-1-1280”まで新設 

ハ. 既存の取扱者に対する経過措置を設ける 

‘人体など有害性物質’に改正されることにより、含有量基準が変更されたり新たに指定された物質を

既に取り扱っていた者には「化学物質管理法」上の輸入申告、営業許可、有害化学物質の表示、

取り扱い基準など義務を順守できるように、一定期限を付与する経過措置規定を附則にて設けまし

た。 

参考資料 

化学物質安全院(https://nics.me.go.kr/>お知らせ>法令情報>安全院告示/例規/公告、番号1

98、登録日2025.07.08.) 
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[化学物質安全院公告第2025-87号]「化学物質の分類及び表示等に関する規定」一部改正

行政予告 

改正理由 

ㆍ 既存の有毒物質管理体系を有害性によって‛人体急性有害性物質’、‛人体慢性有害性物質’、‛生

態有害性物質’に区分して改編することにより、追加の有害性資料が確保されるなど、既存の分類表示

情報を一部改正します。 

ㆍ 化評法での有害性審査結果、新しく指定される予定の人体など有害性物質の分類表示事項を告示

します。 

主な内容 

イ. 物質の分類を整備 

ㆍ 有毒物質の指定が改編されることにより、別表イ項‘有毒物質’を‘人体急性有害性物質’、‘人体慢性

有害性物質’及び‘生態有害性物質’に改正 

ㆍ 固有番号‘97-1-1’から‘2025-1-1248’までの小番号を追加、分類事項などを一部改正 

ㆍ 追加確保された有害性資料に基づき、有害性分類及び表示事項の修正・追加、M係数の修正・追

加 

ㆍ 化学構造、農薬成分、性状、毒性などを検討し、UN番号を修正・追加 

ロ. 別表4イ項の人体など有害性物質の分類表示変更により、ハ項‘制限物質’、ニ項‘禁止物質’、ホ項

‘事故防備物質’に同じ物質の分類事項などを一部改正 

ハ. 新たに指定された人体など有害性物質について、別表4のイ項に固有番号‘2025-1-1249’から‘20

25-1-1280’まで新設 

ニ. 新たに指定された事故防備物質3種について、別表4ホ項に固有番号‘98’から‘100’まで新設 

参考資料 

化学物質安全院(https://nics.me.go.kr/>お知らせ>法令情報>安全院告示/例規/公告、番号2

00、登録日2025.07.08.) 
 

[環境部告示第2025-125号]「重点管理物質の指定」一部改正告示 

環境部では「重点管理物質の指定」(第2022-79号、2022.4.27)を次のように一部改正・告示します。 

主な内容 

「重点管理物質の指定」別表の化学物質名称及び備考欄の情報を改正しました。 

参考資料 

電子官報(https://gwanbo.go.kr/、告示日2025.07.21) 

※ 詳細な内容は本PDFの添付ファイル 01_MOE_2025-125.pdf をご参考下さい。 
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[化学物質安全院公告第2025-97号］「化学物質の有害性審査結果」 一部改正告示 

化学物質安全院では「化学物質の有害性審査結果」を一部改正告示しました。 

改正理由 

ㆍ 有毒物質の指定体系を改編することによる有害特性別‘人体急性有害性物質’、‘人体慢性有害性物

質’、‘生態有害性物質’(以下、人体など有害性物質など)に区分した改編案を反映して公開します。 

ㆍ 化評法に基づき、化学物質の有害性審査が完了した化学物質の名称、有害性、分類及び表示など

その結果を公開します。 

主な内容 

ㆍ 有害性審査を終えた化学物質の名称、有害性、人体など有害性物質の該当有無など有害性審査の

結果を告示 

ㆍ 別表第1号(新規化学物質)及び別表第2号(既存化学物質)の‘有毒物質の該当有無’を‘人体など

有害性物質の該当有無’とし、‘有毒物質の固有番号’を‘人体など有害性物質の固有番号’とする。 

ㆍ 既存の有毒物質項目を‘人体級性有害性物質、人体慢性有害性物質、生態有害性物質’に細分化

し、‘有毒物質に該当しない’を‘人体など有害性物質に該当しない’に変更 

ㆍ 従来の有毒物質から削除された4種*は人体など有害性物質の該当有無欄に‘その他’と表記 

ㆍ 別表第1号(新規化学物質)の有害性など既存の表を細分化し、別表第2号(既存化学物質)のその

他の安全管理に関する事項を区分して改正 

ㆍ 登録済み化学物質に対する有害性審査結果告示(新規化学物質45種、既存化学物質51種を新

設)別表第1号(新規化学物質)審査完了物質('24.9~11)を固有番号‘2025-1’から‘2025-45’ま

で新設、第2号(既存化学物質)審査完了物質('24.8~12.)を固有番号‘2025-584’から‘2025-6

34’まで新設 

ㆍ 既に告示された化学物質のうち、追加資料の確保など43種を改正(新規物質22種、既存物質21

種) 

ㆍ 有害性審査が完了した化学物質の名称(CAS No.)、有毒物質該非、主な有害性などを告示 

意見提出: 

本告示改正案に対してご意見のある機関・団体または個人は2025年8月11日までに次の事項を記載し

た意見書を化学物質安全院⾧(化学物質登録評価チーム、電話032-560-8668/8690、FAX  03

2-568-2038)までに提出して下さい。 

イ.予告事項に対する項目別意見(修正可否とその理由) 

ロ.お名前(機関・団体の場合は、機関・団体名と代表者名)、住所及び電話番号 

参考資料 

化学物質安全院(https://nics.me.go.kr/>お知らせ>法令情報>安全院告示/例規/公告、番号2

01、登録日2025.07.22.) 

※ 詳細な内容は本PDFの添付ファイル 02_NICS_2025-97.pdf をご参考下さい。 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
 

2025年化学物質管理協会セミナー開催のご案内 

韓国化学物質管理協会では、2025年度韓国化学物質管理協会セミナー開催をご案内しました 。 

ㆍ 主題: 変化の時代を安全と技術で先へ進む化学産業 

ㆍ 開催日: 2025年11月6日(木)～11月7日(金)  

ㆍ 開催場所: 済州メゾングラッドホテル1F コンベンションホール(済州市蓮洞所在) 

ㆍ 参加対象: 会員社、化学団体、関連専門家、政府関係者など 

ㆍ 申請方法: 韓国化学物質管理協会のホームーページにてオンライン受付予定 

ㆍ オンライン受付準備中  

※ 2025年7月10日(木)、10:00から開始 

ㆍ ブース及び広告: 広報ブース24つブース(先着順)及び出版物に掲載する広告の受付 

ㆍ お問い合わせ: 統計分析チーム(02-3019- 6756)､E-mail(seminar@kcma.or.kr) 

参考資料 

化学物質情報処理システム(https://www.kcma.or.kr/main/main.asp>お知らせ、掲示番号14

95、登録日 2025.07.03.) 
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新規化学物質申告業務の無償コンサルティング支援事業追加募集 

産業界支援センターでは、‘新規化学物質申告業務の無償コンサルティング支援事業追加募集’公告を掲

示しました。 

 

イ. 事業名 : 新規化学物質申告コンサルティング支援 

ロ. 支援対象 : 化評法による1トン未満の申告対象新規化学物質を製造・輸入する者  

又は、既に申告した新規化学物質の特性などを変更申告しようとする中小・中堅企業 

ハ. 支援内容 : 申告申請書の作成、提出など申告制度履行の全課程をサポート 

※ 但し、選定対象企業は、実際の申告通知まで行わなければならず、途中で中止

する意思を示す場合、公団が主催する支援事業対象の選定に不利益が生じる可能

性があります。 

ニ. 支援時期 : コンサルティング支援業務遂行機関の選定及び募集完了時点以降の支援対象  

企業に連絡して訪問支援 

※ 但し、支援申請書上に記載した希望する支援日程によって、順序の調整が可能 

ホ. 申請期間 : 2025.7.14.~8.31.(早期締め切り可能性あり) 

ヘ. 支援する 

件数範囲 

: 事業者登録番号基準申告10件、変更申告10件など最大20件まで、計500件 

※ 但し、既に支援対象に選定された企業は、今回の追加申請件数(申告/変更申

告区分)と合算して最大20件まで可能 

ト. 申請方法 : 添付1の公告文を参照し、添付2または添付3の申請書を作成後、下記のグーグルア

ンケートリンクから申請および書類(支援申請書、事業者登録証、中小·中堅企業確

認書)を提出 

※ 中小・中堅企業確認書は、コンサルティング募集期間終了(~8.31)以後まで有

効かを必ず確認すること 

チ. 選定方法 : 支援条件を満たしているかを確認後、先着順で選定 

リ. 選定結果 : 募集期間終了後、個別通知及び産業界支援センターホームページ掲示 

ヌ. お問い合わせ : 韓国環境公団(032-590-5566~7) 

参考資料 

産業界支援センター(https://www.chemnavi.or.kr/>お知らせ、登録日2025.07.14) 

 

既存化学物質の事前(変更)申告結果の公示 

産業界支援センターでは既存化学物質事前(変更)申告情報公開(24次)結果を公示しました。 

参考資料 

産業界支援センター(https://www.chemnavi.or.kr/>お知らせ、登録日2025.07.15) 
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政府所有の有害性試験資料使用承認申請マニュアル及び試験資料目録のご案内 

産業界の試験資料確保負担を緩和し、政府保有有害性試験資料の活用を拡大するため、「政府所有

有害性試験資料使用承認申請マニュアル」及び「試験資料目録」をご案内します。 

試験資料目録には化学物質及び殺生物物質に対する有害性試験資料が含まれております。 

試験資料は化学物質情報処理システム(https://kreach.me.go.kr)で 使用承認を申請後、活用が

可能です。  

詳細な事項はマニュアルの申請手続きをご参照下さい。  

ㆍ お問い合わせ: 韓国環境公団 信頼性保証部（Tel.032-590-4774, 4957, Email.glpdata@

keco.or.kr) 

参考資料 

化学物質情報処理システム(https://kreach.me.go.kr/>お知らせ、掲示番号348、登録日 2025.

07.22.) 
 

産業界ニーズに応じた試験資料生産のための需要調査公告 

「25年化学物質有害性試験資料生産支援事業に対する需要調査公告を公示します。 

 

イ. 申請対象 : 新規化学物質 

ロ. 試験項目 : 1～10トンに該当する有害性試験項目で構成 

⁻ 人体有害性(GLP) :

  

急性経口毒性(動物代替)、復帰突然変異、皮膚刺激性/腐食性(動物

代替)、皮膚感作性(動物代替)、(総5項目) 

⁻ 環境有害性(GLP) : 魚類急性、易分解性、ミジンコ急性(総3項目) 

※ 動物代替試験資料の優先生産·支援が原則であるが、動物実験が必

要な場合、該当根拠資料(刺激性·腐食性)の提出に限り動物実験資料を

生産 

ハ. 申請期間 : 2025.7.21.(月)~2025.8.22.(金) 

ニ. 申請方法 : 試験資料生産申請書類1式電子メール受付(glpdata@keco.or.kr) 

ホ. お問い合わせ : 032-590-4963、4778(韓国環境公団 信頼性保証部) 

参考資料 

産業界支援センター(https://www.chemnavi.or.kr/>お知らせ、登録日2025.07.24) 
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化学製品安全法(K-BPR) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
※ 7月化学製品安全法-法律動向に関する内容はありません。 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
 

承認殺生物物質環境予測無影響濃度(PNEC)変更のご案内 

承認殺生物物質環境予測無影響濃度(PNEC)の変更についてご案内します。化学製品管理システム

をご参照下さい。  

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/>お知らせ>殺生物剤、登録日 2025.07.11.) 

 

承認猶予対象既存殺生物物質の指定自主取下げのご案内 

承認猶予対象既存生物物質の指定について、自主取り下げ方法をご案内します。自主取り下げの結果

は「文書24」サイトを通じて公文書で通知され、化学製品管理システムおよび申告企業リストに反映して

再通知されます。詳細については、「化学製品管理システム」をご参照下さい。 

ㆍ 提出方法:  「文書24」サイト (https://docu.gdoc.go.kr/index.do)  

ㆍ 受付:  化学物質安全院 有害性管理課 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/>お知らせ>殺生物剤、登録日 2025.07.16.) 

 

殺生物物質及び殺生物製品承認申請に関する変更事項のご案内 

「化学製品管理システム 殺生物物質及び殺生物製品承認申請に関する変更事項」をご案内します。 

ㆍ 殺生物物質の承認申請:別途ご案内があるまでは、既存の化学製品管理システム(chempold.kei

ti.re.kr)で承認申請をお願いします。 

ㆍ 殺生物製品(群)承認申請: 化学製品管理システム次世代プラットフォーム(chemp.me.go.kr)で

承認申請をお願いします。 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/>お知らせ>殺生物剤、登録日 2025.07.17.) 
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産業安全保健法(ISHA) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
 

[雇用労働部公告第2025-293号]「化学物質の分類・表示及び物質安全保健資料に関する

基準」一部改正告示(案) 

改正理由 

有害性未確認物質の定義を新設するなど「化学物質の登録及び評価等に関する法律」の改正に伴い、

化学物質の情報伝達手段として活用される物質安全保健資料(MSDS)の詳細項目及び記載事項を

変更し、その他別表に定める化学物質の分類及び表示に関する基準を修正するなど、化学製品情報が

化学製品取扱者に円滑に提供されるように改正します。 

主な内容 

イ. 一部文章、絵表示の表現を修正  

ロ. 物質安全保健資料の作成項目及び記載事項15番に「化学物質の登録及び評価等に関する法

律」による規制項目を追加 

意見提出: 

本改正規則案についてご意見のある団体や個人は、次の事項を記載した意見書を2025年8月4日まで

に雇用労働部⾧官(参照:  化学事故予防課⾧)までに提出して下さい。 

イ. 行政予告事項に対する項目別意見(賛成・反対該否とその理由) 

ロ. お名前(機関・団体の場合は、機関・団体名と代表者名)、住所及び電話番号 

ハ. 意見提出方法: 電子メール、郵便又はFAX、電子公聴会 

- 電子メール: a3338@korea.kr  

- 住所: 82 Beopwon-ro, Sejong Special Self-Governing City、雇用労働部産業安全

保健本部各事故予防課  

- FAX: 044-202-8094 

- 電子公聴会: 国民請願サイト(http://www.epople.go.kr) 

その他 

その他詳細な事項は雇用労働部化学事故予防課(電話: 044-202–8966)までにお問合せ下さい。

行政予告に関する改正案は、雇用労働部ホームページをご参照下さい。 

参考資料 

雇用労働部(https://www.moel.go.kr/>情報公開>予算・法令情報>立法・行政予告、番号: 

2248、登録日: 2025.07.25) 

※ 詳細な内容は本PDFの添付ファイル 03_MOEL_2025-293.pdf をご参考下さい。 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
※ 7月 産安法-国内動向に関する内容はありません。 
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その他の法規 - 法律動向など 
 

化学物質管理法 

[化学物質安全院公告第2025-85号］「有害化学物質の規定数量に関する規定」制定(案)

行政予告 

制定理由 

有毒物質の指定·管理体系の改編に伴う「化学物質管理法」の下位法令の改正推進により、同法施行

規則第19条第2項、第8項、第23条第12項、第27条第1項、第7項、 第29条 第1項で化学物質

安全院⾧が定めるようにした「有害化学物質別規定数量」を設け、既存規定数量を整備します。 

主な内容 

イ. 改編された化評法の有害性分類により、有害・危険性グループ別規定数量算定表を設ける 

ロ. 既存の規定数量を改編した有害性(急性、慢性、生態)別に規定数量を整備し、最下位規定数量

を設ける 

ハ. 既存の施行規則[別表3の2]事故防備物質の数量基準を化学物質安全院告示として統合・移管 

参考資料 

化学物質安全院(https://nics.me.go.kr/>お知らせ>法令情報>安全院告示/例規/公告、番号

199、登録日2025.07.08.) 

※ 詳細な内容は本PDFの添付ファイル 04_NICS_2025-85.pdf をご参考下さい。 

 

2025年8月7日化学物質管理法改正関連で変更された確認関連書類(LoC)のご案内 

2025年8月7日化学物質管理法が改正施行されます。 

これに関連し、改正された法に従って変更された確認関連書類(LoC)の様式を公示します。 

※ 改正された確認関連書類は、法施行日2025年8月7日から使用可能 

※ 既存のLoC様式は、2025年8月6日まで申請した確認明細書に限り使用可能 

参考資料 

化学物質情報処理システム(https://kreach.me.go.kr/>お知らせ、登録日 2025.07.14.) 

 

 

 

 

 

 

 





◉ 고용노동부공고 제2025-293호


  「화학물질의 분류·표시 및 물질안전보건자료에 관한 기준」(고용노동부 


고시 제2023-9호)을 일부 개정함에 있어, 그 이유와 주요 내용을 미리 국민


에게 알려 이에 대한 의견을 듣고자 「행정절차법」제46조에 따라 다음과 


같이 공고합니다.


    2025년 7월 25일


        고용노동부장관


화학물질의 분류·표시 및 물질안전보건자료에 관한 기준 


일부개정고시(안) 행정예고


1. 개정이유 


   유해성미확인물질의 정의를 신설하는 등 「화학물질의 등록 및 평가 등에 


관한 법률」이 개정됨에 따라(2024. 2. 6. 법률 제20232호, 2025. 8. 7. 시행), 


화학물질 정보전달 수단으로 활용되는 물질안전보건자료의 세부 항목 및 기재


사항을 변경하고, 그 외 별표에서 정하는 화학물질의 분류 및 표시에 관한 기준을 


수정하는 등, 화학제품 정보가 화학제품 취급자에게 원활히 제공되도록 하려는 


것임.


2. 주요내용 


 가. 일부 문장, 그림기호의 표현을 수정함(안 별표 1, 별표 2)


 나. 물질안전보건자료의 작성항목 및 기재사항 15번에 화학물질의 등록 및 


평가 등에 관한 법률에 의한 규제 항목을 추가함(안 별표 4)







3. 의견 제출


 이 개정규칙안에 대하여 의견이 있는 단체 또는 개인은 다음 사항을 기재한 


의견서를 2025년 8월 4일까지 고용노동부장관(참조 : 화학사고예방과장)에게 


제출하여 주시기 바랍니다.


가. 행정예고 사항에 대한 항목별 의견(찬·반 의견과 그 이유) 


개 정(안) 수 정(안) 수 정 사 유


나. 성명(단체인 경우에는 단체명과 대표자 성명), 주소 및 전화번호 


다. 의견제출 방법 : 전자우편, 우편 또는 팩스, 전자공청회


  1) 전자우편(이메일) : a3338@korea.kr


  2) 주소 : 세종특별자치시 법원로 82, 고용노동부 산업안전보건본부 


화학사고예방과


  3) 팩스 : 044-202-8094


  4) 전자공청회 : 국민신문고(http://www.epople.go.kr)


라. 기타 자세한 사항은 고용노동부 화학사고예방과(전화 : 044-202–8966)에 


문의하여 주시기 바라며, 행정예고와 관련된 개정안은 고용노동부 


홈페이지에 게재하였으니 참고하시기 바랍니다.



http://www.epople.go.kr






유해화학물질의 규정수량에 관한 규정


법제처 - 1 / 1 - 국가법령정보센터


유해화학물질의 규정수량에 관한 규정


[시행 20**. *. *.] [화학물질안전원고시 제****-*호, ****. *. *., 제정]


화학물질안전원(화학안전제도개선TF), 043-830-4382


제1조(목적) 이 고시는「화학물질관리법 시행규칙」(이하 "규칙"이라 한다) 제19조제2항 및 제8항, 제23조제12항,
제27조제1항 및 제7항, 제29조제1항에 따라 인체급성유해성물질, 인체만성유해성물질, 생태유해성물질 및 사고대
비물질별 상위규정수량, 하위규정수량 및 최하위규정수량을 규정함을 목적으로 한다.


제2조(용어정의) 이 고시에서 사용하는 용어의 뜻은 다음과 같다.
1. “규정수량”이란 유해화학물질의 유해성 및 물리·화학적 특성 등을 고려하여 「화학물질관리법」의 이행대상을
구분하기 위한 수량 기준을 말한다.
2. “최대보유량”이란 사업장 내에서 해당 유해화학물질을 취급하는 모든 제조·사용시설 및 보관·저장시설에서 해
당물질이 어느 순간 최대로 체류할 수 있는 양의 합을 말한다.


제3조(규정수량) 유해화학물질의 규정수량은 다음 각 호와 같다.
1. 유해ㆍ위험성그룹별 상위 규정수량과 하위 규정수량은 별표 1과 같다.
2. 인체급성유해성, 인체만성유해성, 생태유해성 물질별 상위 규정수량, 하위 규정수량, 최하위 규정수량은 별표 2
와 같다.
3. 사고대비물질별 상위 규정수량, 하위 규정수량, 최하위 규정수량은 별표 3과 같다.


제4조(최대보유량) 시설유형별 최대보유량 산정방법은 별표 4와 같다.


제5조(재검토기한) 「훈령·예규 등의 발령 및 관리에 관한 규정」에 따라 이 고시에 대하여 2026년 1월 1일을 기
준으로 매 3년이 되는 시점(매 3년째의 12월 31일까지를 말한다)마다 그 타당성을 검토하여 개선 등의 조치를
하여야 한다.


부칙 <제****-*호, ****. *. *.>


제1조(시행일) 이 고시는 발령한 날부터 시행한다.


제2조(화학사고예방관리계획서 작성에 관한 경과조치) ① 이 고시 시행에 따라 규정수량이 변경된 인체등유해성
물질을 고시 시행일 이전부터 취급하는 자는 「화학물질관리법」 (이하 “화관법”이라 한다) 제23조에 따른 화학
사고예방관리계획서를 이 고시 시행일로부터 2년 이내에 제출하여야 한다.
② 제1항에도 불구하고 이 고시 시행일 이전에 화학사고예방관리계획서를 제출한 자가 이 고시 시행에 따라
「화학사고예방관리계획서 작성 등에 관한 규정」제2조에 따른 ‘1군 사업장’에서 ‘2군 사업장’으로 변경되어 제
출수준이 낮아지는 경우 기존의 화학사고예방관리계획서가 유효한 것으로 본다.


제2조(다른 고시의 폐지) 종전의 유독물질, 제한물질, 금지물질 및 허가물질의 규정수량에 관한 규정(환경부고시)
은 폐지한다.








◉환경부고시 제2025-125호


　환경부고시 「중점관리물질의 지정」(제2022-79호, 2022.4.27.)을 다음과 같이 일부 개정·고시


합니다.


2025년 07월 21일


환경부장관


중점관리물질의 지정 일부개정고시


｢중점관리물질의 지정｣ 환경부고시의 일부를 다음과 같이 개정한다.


별표의 순번 4, 5, 28, 35, 44, 45, 46, 54(1), 65, 71, 83, 84(2), 84(3), 92, 93, 95, 96, 107, 113, 


117, 127, 150, 151, 171, 175, 178, 196, 199, 202, 238, 268, 284, 334, 381, 407, 435, 457, 


460, 501, 525, 533, 535, 652(9)의 화학물질 명칭 및 순번 27, 196, 202, 232, 238, 245, 247, 24


9, 250, 268, 284, 288, 316, 318, 325(1), 435, 460, 515, 540, 574, 584, 591, 592, 592(1), 59


2(2), 609, 642, 646, 660, 661, 661(1), 661(2), 661(3), 661(4), 661(5), 661(6), 661(7), 661


(8), 661(9), 661(10), 661(11), 661(12), 661(13), 661(14), 661(15), 661(16), 661(17), 661


(18), 661(19), 661(20), 661(21), 661(22), 661(23), 661(24), 661(25), 661(26), 661(27), 6


61(28), 661(29), 661(30), 661(31), 661(32), 661(33), 661(34), 661(35), 661(36), 661(3


7), 662, 669, 673, 674, 675, 675(1), 675(2), 675(3), 678, 681, 682, 683, 684, 686, 688, 69


6, 697, 698, 698(1), 698(2), 698(3), 698(4), 698(5), 698(6), 698(7), 698(8), 698(9), 698


(10), 698(11), 698(12)의 비고를 다음과 같이한다.







순번 화학물질 명칭
고유번호 


(CAS No.)
비고


4 Ethyl carbamate 51-79-6 CMR


5 1,1',1''-Phosphinothioylidynetris-aziridine; Thiotepa 52-24-4 CMR


27 Chloroethane 75-00-3 CMR


28 Vinyl chloride 75-01-4 CMR


35 3,3-Bis(4-hydroxyphenyl)-1-(3H)-isobenzofuranone 77-09-8 CMR


44


4 , 4 ' - ( 1 -M e t h y l e t h y l i d e n e ) b i s [ 2 , 6 - d i b r omoph e n o l ] ;


Tetrabromobisphenol A, TBBA, 2,2-Bis(4-hydroxy-3,5


-dibromophenyl)propane


79-94-7 CMR, PBT


45 Bisphenol-A 80-05-7 CMR, EDCs


46 4-tert-pentylphenol 80-46-6 EDCs


54 (1) Hexahydro-1,3-isobenzofurandione 85-42-7


기타(EU


SVHC


호흡기과민성)


65 4-Methyl-1,3-benzenediamine 95-80-7 CMR


71 2-Methyl-4-[(2-methylphenyl)azo] benzenamine 97-56-3 CMR


83 4,4'-Oxybisbenzenamine 101-80-4 CMR


84 (2) (R)-Epichlorohydrin 51594-55-9 CMR


84 (3) (S)-Epichlorohydrin 67843-74-7 CMR


92 Ethylene glycol dimethyl ether 110-71-4 CMR


93 Ethylene glycol monoethyl ether 110-80-5 CMR


95 1,1'-Oxybis(2-methoxyethane); Diglyme 111-96-6 CMR


96 2,5,8,11-Tetraoxadodecane; Triglyme 112-49-2 CMR


107 Azodicarbon amide 123-77-3


기타(EU


SVHC


호흡기과민성)


113 4-tert-Octylphenol 140-66-9 EDCs


117
2(3H)-Benzothiazolethione; 2-Mercaptobenzothiazole, Captax,


MBT
149-30-4 CMR


127
1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,7,7,8,8,8-Heptadecafluoro-1-octanesulfonyl


fluoride; Heptadecafluorooctanesulfonyl fluoride
307-35-7 PBT


150 C.I. basic violet 003 548-62-9 CMR


151 Trimellitic Anhydride 552-30-7


기타(EU


SVHC


호흡기과민성)


171 N-methylpyrrolidone 872-50-4 CMR


175 Octadecanoic acid lead(2+) salt 1072-35-1 CMR


178 Decabromodiphenyl oxide 1163-19-5 PBT


196 Chromic anhydride 1333-82-0


CMR, STOT,


기타(호흡기과


민성)


199 pigment yellow 34 1344-37-2 CMR


202 Tributyltin chloride 1461-22-9 CMR, STOT


232 3-isocyanatomethyl-3,5,5-trimethylcyclohexyl isocyanate 4098-71-9
기타(호흡기과


민성)


238 2,4-Dibromo-1-(2,4-dibromophenoxy)benzene 5436-43-1 vPvB


245 Mercury(Inorganic metal) 7439-97-6 CMR, STOT


[별표] 중점관리물질(제2조 관련)







순번 화학물질 명칭
고유번호 


(CAS No.)
비고


247 Arsenic(Inorganic metal) 7440-38-2 CMR, STOT


249 Cadmium(Inorganic metal) 7440-43-9 CMR, STOT


250 Cobalt metal with Tungsten carbide
7440-48-4 &


12070-12-1


CMR,


기타(호흡기과


민성)


268 Potassium dichromate (K2Cr2O7) 7778-50-9


CMR, STOT,


기타(호흡기과


민성)


284 Nickel sulfate 7786-81-4


CMR, STOT,


기타(호흡기과


민성)


288 ammonium dichromate 7789-09-5


CMR, STOT,


기타(호흡기과


민성)


316 cobalt sulphate 10124-43-3


CMR, STOT,


기타(호흡기과


민성)


318 cobalt dinitrate 10141-05-6


CMR,


기타(호흡기과


민성)


325 (1) Sodium dichromate 10588-01-9


CMR, STOT,


기타(호흡기과


민성)


334 Sodium perborate 11138-47-9 CMR


381 Lead oxide sulfate (Pb4O3(SO4)) 12202-17-4 CMR


407 C.I. pigment red 104 12656-85-8 CMR


435 Dichromic acid 13530-68-2


CMR, STOT,


기타(호흡기과


민성)


457 Disodium diboron diperoxide tetrahydroxide 15120-21-5 CMR


460
10-Ethyl-4,4-dioctyl-7-oxo-8-oxa-3,5-dithia-4-stannatetradecanoic


acid 2-ethylhexyl ester
15571-58-1 CMR, STOT


501 Poly(hexamethylenebiguanide) hydrochloride; PHMB 27083-27-8 STOT


515 Hexabromodiphenyl ether 36483-60-0 vPvB


525 Zinc tetraoxychromate 49663-84-5 CMR


533 Difenacoum 56073-07-5 CMR, STOT


535 Dibasic lead stearate 56189-09-4 CMR


540 1,2,4-Tribromo-5-(2,4-dibromophenoxy)benzene 60348-60-9 vPvB


574 1,2,4-Tribromo-5-(2,4,5-tribromophenoxy)benzene 68631-49-2 vPvB


584 Fatty acids, (C=8-18) and (C=18)-unsatd., cadmium salts 68876-84-6 CMR, STOT


591
2-Aminoethanol reaction products with ammonia by-products


from
68910-05-4


CMR,


기타(호흡기과


민성)


592
heptabromodiphenyl ether;


Tetrabromo-4-(tribromophenoxy)benzene
68928-80-3 vPvB


(1) 1,2,3,5-Tetrabromo-4-(2,4,5-tribromophenoxy)benzene 207122-16-5 vPvB


(2) 1,2,3,5-Tetrabromo-4-(2,3,5-tribromophenoxy)benzene 446255-22-7 vPvB


609 Chlorinated naphthalenes, PCN 70776-03-3 vPvB







순번 화학물질 명칭
고유번호 


(CAS No.)
비고


642 1,3,5-Tribromo-2-(2,4,5-tribromophenoxy)benzene 207122-15-4 vPvB


646 1-(1,1-Dimethylethyl)-3,5-dimethyl-2,4,6-trinitrobenzene 81-15-2 vPvB


652 (9) Nonylphenol ethoxylates 27177-05-5 EDCs


660 Tricosafluorododecanoic acid 307-55-1 vPvB


661 Perfluorohexane-1-sulphonic acid and its salts (PFHxS) vPvB


(1) Perfluorohexane-1-sulphonic acid 355-46-4 vPvB


(2)
1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-Tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid


potassium salt
3871-99-6 vPvB


(3)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


neodymium(3+) salt (3:1)
41184-65-0 vPvB


(4)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


yttrium(3+) salt (3:1)
41242-12-0 vPvB


(5) lithium;1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluorohexane-1-sulfonate 55120-77-9 vPvB


(6)
1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-Tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid


ammonium salt
68259-08-5 vPvB


(7)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-, zinc


salt
70136-72-0 vPvB


(8)
2-(2-hydroxyethylamino)ethanol;1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro


hexane-1-sulfonic acid
70225-16-0 vPvB


(9)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


compd. with N,N-diethylethanamine (1:1)
72033-41-1 vPvB


(10)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


sodium salt
82382-12-5 vPvB


(11)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


cesium salt (1:1)
92011-17-1 vPvB


(12)
1-Butanaminium, N,N,N-tributyl-, salt with


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid
108427-54-9 vPvB


(13)
Ethanaminium, N,N,N-triethyl-, salt


with1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid (1:1)
108427-55-0 vPvB


(14)
Sulfonium, triphenyl-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)
144116-10-9 vPvB


(15)
Iodonium, diphenyl-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)
153443-35-7 vPvB


(16)
Methanaminium, N,N,N-trimethyl-, salt with


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid (1:1)
189274-31-5 vPvB


(17)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


compd.with 2-methyl-2-propanamine (1:1)
202189-84-2 vPvB


(18)
Iodonium, bis[4-(1,1-dimethylethyl)phenyl]-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)
213740-81-9 vPvB


(19)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


gallium salt (9CI)
341035-71-0 vPvB


(20)
Sulfonium, bis(4-methylphenyl)phenyl-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)
341548-85-4 vPvB


(21)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


scandium(3+) salt (3:1)
350836-93-0 vPvB


(22)
Sulfonium, (thiodi-4,1-phenylene)bis[diphenyl-, salt with


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid (1:2)
421555-73-9 vPvB







순번 화학물질 명칭
고유번호 


(CAS No.)
비고


(23)
Iodonium, bis[4-(1,1-dimethylpropyl)phenyl]-, salt with


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic
421555-74-0 vPvB


(24)
Sulfonium, tris[4-(1,1-dimethylethyl)phenyl]-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)
425670-70-8 vPvB


(25)


Iodonium, bis[(1,1-dimethylethyl)phenyl]-, salt with


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid (1:1)


(9CI)


866621-50-3 vPvB


(26)
Sulfonium, (4-methylphenyl)diphenyl-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)
910606-39-2 vPvB


(27)


Sulfonium,


[4-[(2-methyl-1-oxo-2-propen-1-yl)oxy]phenyl]diphenyl-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)


911027-68-4 vPvB


(28)


Sulfonium, [4-[(2-methyl-1-oxo-2-propenyl)oxy]phenyl]diphenyl-,


salt with 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid


(1:1), polymer with 2-ethyltricyclo[3.3.1.13,7]dec-2-yl


2-methyl-2-propenoate, 3-hydroxytricyclo[3.3.1.13,7]dec-1-yl


2-methyl-2-propenoate and tetrahydro-2-oxo-3-furanyl


2-methyl-2-propenoate


911027-69-5 vPvB


(29)


Dibenzo[k,n][1,4,7,10,13]tetraoxathiacyclopentadecinium,


19-[4-(1,1-dimethylethyl)phenyl]-6,7,9,10,12,13-hexahydro-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)


928049-42-7 vPvB


(30)
Phosphonium, triphenyl(phenylmethyl)-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)
1000597-52-3 vPvB


(31)
1-Hexanesulfonic acid, 1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-,


compd. With pyrrolidine (1:1)
1187817-57-7 vPvB


(32)


Ethanaminium,


N-[4-[[4-(diethylamino)phenyl][4-(ethylamino)-1-naphthalenyl]meth


ylene]-2,5-cyclohexadien-1-ylidene]-N-ethyl-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)


1310480-24-0 vPvB


(33)


Methanaminium,


N-[4-[[4-(dimethylamino)phenyl][4-(ethylamino)-1-naphthalenyl]me


thylene]-2,5-cyclohexadien-1-ylidene]-N-methyl-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)


1310480-27-3 vPvB


(34)


Methanaminium,


N-[4-[[4-(dimethylamino)phenyl][4-(phenylamino)-1-naphthalenyl]


methylene]-2,5-cyclohexadien-1-ylidene]-N-methyl-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)


1310480-28-4 vPvB


(35)


Beta-Cyclodextrin, compd. with


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid


ion(1-)(1:1)


1329995-45-0 vPvB


(36)


Gamma-Cyclodextrin, compd. with


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonic acid


ion(1-)(1:1)


1329995-69-8 vPvB


(37)


Quinolinium,


1-(carboxymethyl)-4-[2-[4-[4-(2,2-diphenylethenyl)phenyl]-1,2,3,3a,4,


8b-hexahydrocyclopent[b]indol-7-yl]ethenyl]-,


1,1,2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-tridecafluoro-1-hexanesulfonate (1:1)


1462414-59-0 vPvB


662 Heptacosafluorotetradecanoic acid 376-06-7 vPvB


669 Henicosafluoroundecanoic acid 2058-94-8 vPvB







순번 화학물질 명칭
고유번호 


(CAS No.)
비고


673 2,4-Di-t-butyl-6-(5-chlorobenzotriazol-2-yl)phenol 3864-99-1 vPvB


674 Lead 7439-92-1 CMR


675


1,6,7,8,9,14,15,16,17,17,18,18-Dodecachloropentacyclo[12.2.1.16,9.02,1


3.05,10]octadeca-7,15-diene (“Dechlorane Plus”™)


※ 해당물질의 부분입체 이성질체(anti- 및 syn-) 또는 이들의 


조합을 포함


vPvB


(1)
1,2,3,4,7,8,9,10,13,13,14,14-Dodecachloro-1,4,4a,5,6,6a,7,10,10a,11,12,1


2a-dodecahydro-1,4:7,10-dimethanodibenzo[a,e]cyclooctene
13560-89-9 vPvB


(2)
(1S,2S,5R,6R,9S,10S,13R,14R)-1,6,7,8,9,14,15,16,17,17,18,18-Dodecachl


oropentacyclo[12.2.1.1⁶,⁹.0²,¹³.0⁵,¹⁰]octadeca-7,15-diene
135821-03-3 vPvB


(3)
(1S,2S,5S,6S,9R,10R,13R,14R)-1,6,7,8,9,14,15,16,17,17,18,18-Dodecachl


oropentacyclo[12.2.1.1⁶,⁹.0²,¹³.0⁵,¹⁰]octadeca-7,15-diene
135821-74-8 vPvB


678
2-(2H-Benzotriazol-2-yl)-4-(1,1-dimethylethyl)-6-(1-methylpropyl)ph


enol
36437-37-3 vPvB


681 1,2,3,4,5,6,7-Heptachloronaphthalene 58863-14-2 vPvB


682 1,2,3,4,5,6,8-Heptachloronaphthalene 58863-15-3 vPvB


683 1,2,3,4,5,6-Hexachloronaphthalene 58877-88-6 vPvB


684 Hydrogenated triphenyl; Hydrogenated terphenyl 61788-32-7 vPvB


686 1,4-Benzenediamine, N,N'-mixed phenyl and tolyl derivs. 68953-84-4 CMR


688
2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,7,7,8,8,9,9,10,10,11,11,12,12,13,13,13-pentacosafluoro


tridecanoic acid
72629-94-8 vPvB


696 1,2,3,4,6,7-Hexachloronaphthalene 103426-96-6 vPvB


697 1,2,3,5,6,7-Hexachloronaphthalene 103426-97-7 vPvB


698


5-sec-butyl-2-(2,4-dimethylcyclohex-3-en-1-yl)-5-methyl-1,3-dioxane [1],


5-sec-butyl-2-(4,6-dimethylcyclohex-3-en-1-yl)-5-methyl-1,3-dioxane [2]


※ [1], [2] 의 각각의 입체 이성질체 혹은 조합을 포함


vPvB


(1)
2-(2,4-Dimethyl-3-cyclohexen-1-yl)-5-methyl-5-(1-methylpropyl)-1,3-


dioxane
117933-89-8 vPvB


(2)
1,3-Dioxane,


2-(2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl)-5-methyl-5-(1-methylpropyl)-
186309-28-4 vPvB


(3)


1,3-Dioxane,


2-[(1R,2R)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylpro


pyl)-, cis-rel-


343934-04-3 vPvB


(4)


1,3-Dioxane,


2-[(1R,2R)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylpro


pyl)-, trans-rel-


343934-05-4 vPvB


(5)


1,3-Dioxane,


2-[(1S,2S)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylprop


yl)-, cis-


676367-02-5 vPvB


(6)


1,3-Dioxane,


2-[(1S,2R)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylpro


pyl)-, cis-


676367-03-6 vPvB


(7)


1,3-Dioxane,


2-[(1R,2S)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylpro


pyl)-, cis-


676367-04-7 vPvB


(8)


1,3-Dioxane,


2-[(1R,2R)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylpro


pyl)-, cis-


676367-05-8 vPvB







별표의 “(6) EU SVHC(Substances of very high concern) : EU REACH 규정에 따른 고위험성우


려물질 (화학물질등록평가법 시행령 별표 1의2의 제4호에 해당)”을 “(6) 호흡기과민성 : 호흡을 통


하여 노출되어 기도에 과민반응을 일으키는 물질(화학물질등록평가법 시행령 별표 1의2의 제4호에 해


당)


(7) EU SVHC(Substances of very high concern) : EU REACH 규정에 따른 고위험성우려물질”으


로 한다.


부      칙


이 고시는 2025년 8월 7일부터 시행한다.


순번 화학물질 명칭
고유번호 


(CAS No.)
비고


(9)


1,3-Dioxane,


2-[(1S,2S)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylprop


yl)-, trans-


676367-06-9 vPvB


(10)


1,3-Dioxane,


2-[(1S,2R)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylpro


pyl)-, trans-


676367-07-0 vPvB


(11)


1,3-Dioxane,


2-[(1R,2S)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylpro


pyl)-, trans-


676367-08-1 vPvB


(12)


1,3-Dioxane,


2-[(1R,2R)-2,4-dimethyl-3-cyclohexen-1-yl]-5-methyl-5-(1-methylpro


pyl)-, trans-


676367-09-2 vPvB








◉화학물질안전원공고 제 2025-97호


　 화학물질의 등록 및 평가 등에 관한 법률 에 따라 화학물질의 유해성심사 결과 를 고시함  「 」 「 」


에 있어 국민에게 미리 알려 의견을 수렴하고자 그 취지 개정이유 및 주요내용을 행정절차법 제, 「 」 


조에 따라 다음과 같이 공고합니다46 .


년 월 일2025 07 22


화학물질안전원장


화학물질의 유해성심사결과 일부개정 안 행정예고( ) 「 」 


개정이유 1. 


  - 유독물질의 지정체계 개편에 따른 유해특성별 인체급성유해성물질 인체만성유해성물질 생태‘ , , 


유해성물질 이하 인체등유해성물질 등 로 구분한 개편안을 반영하여 공개하고자 함( )’


화학물질등록평가법 이하 화평법 에 따라 화학물질의 유해성심사가 완료된 화학물질의   - ( ‘ ’)「 」


명칭 유해성 분류 및 표시 등 그 결과를 공개하고자 함, , 


주요내용2. 


가 화학물질의 유해성심사결과 고시를 다음과 같이 개정한다 . .


제 조 목적 를 다음과 같이한다  - 1 ( ) .


제 조 목적 이 고시는 화학물질의 등록 및 평가 등에 관한 법률 제 조 및 같은 법 시행규    1 ( ) 21「 」 


칙 제 조에 따라 유해성심사를 마친 화학물질의 명칭 유해성 인체등유해성물질 해당 여부 등 28 , , 


유해성심사결과를 고시함을 목적으로 한다. 


나 화학물질의 유해성심사결과 고시의 별표를 다음과 같이 개정한다 . .


별표 제 호 신규화학물질 및 별표 제 호 기존화학물질 의 유독물질 해당여부 를 인체등  - 1 ( ) 2 ( ) ‘ ’ ‘


유해성물질 해당여부 로 하고 별표 제 호 기존화학물질 의 유독물질 고유번호 를 인체등’ 2 ( ) ‘ ’ ‘


유해성물질 고유번호 로 한다’ . 


기존 유독물질에 해당여부란에 유독물질 을   - ‘ ’ ‘인체급성유해성물질 인체만성유해성물질 생태, , 


유해성물질 로 구분하여 그 결과를 반영하고 유독물질에 해당하지 않음 을 ’ , ‘ ’ ‘인체등유해성


물질에 해당하지 않음 으로 한다 또한 유독물질 지정체계 개편에 따라 종전 유독물질에서 삭제’ . 


된 종 은 인체등유해성물질 해당여부란에 기타 로 한다4 * ‘ ’ .


    별표 제 호 기존화학물질 고유번호 란 란 란 란*;( 2 ( ) 2022-316 , 2022-323 , 2022-325 , 2022-328 )


  - 별표 제 호 신규화학물질 의 유해성등 기존 표를 세분화 하고 별표 제 호 기존화학물질 의 그 1 ( ) , 2 ( )


밖의 안전관리에 관한 사항을 구분하여 개정한다.


  - 등록완료된 화학물질에 대한 유해성심사결과 고시 신규화학물질 종 기존화학물질 종 신설( 45 , 51 )


별표 제 호 신규화학물질 심사완료물질 을 고유번호 란부터     1 ( ) (’24. 9~11.) “2025-1”


까지 신설하고 제 호 기존화학물질 심사완료물질 을 고유번호 “2025-45” 2 ( ) (’24. 8~12.)


란부터 까지 신설한다“2025-584” “2025-634” .


다 이미 고시된 화학물질 중 추가 자료 확보 등 종 개정 . 43


유해성 정보 확보 등에 따른 개정 신규화학물질 종 기존화학물질 종  - 22 , 21


자세한 사항은 고시의 별표 참조    * 







라 유해성심사가 완료된 화학물질의 명칭 유독물질 해당여부 주요 유해성 등 고시 . (CAS No.), , 


의견제출3. 


이 고시 개정안에 대하여 의견이 있는 개인 및 기관 단체 협회 는 년 월 일까지 다음 사  , ( ) 2025 8 11


항을 기재한 의견서를 화학물질안전원장 화학물질등록평가팀 전화 모사전송 ( , 032-560-8668/8690, 


에게 제출하여 주시기 바랍니다032-568-2038) .


가 예고사항에 대한 항목별 의견 수정 여부와 그 사유 . ( )


나 성명 단체의 경우 단체명과 그 대표자명 주소 및 전화번호 . ( ), 


그 밖의 사항4. 


 개정안에 대한 자세한 사항은 화학물질안전원 누리집 알림마당 법령정보 안전원공(nics.me.go.kr> > >


고 를 참조하시기 바랍니다) .





